
　掲載しているイベント等の情報は、
12月15日時点での情報です。新型コ
ロナウイルス感染症の拡大状況によ
り中止する場合があります。
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　明けましておめでとうございます。
　みなさまにおかれましては希望に満ちた新春を健やかにお迎え
のことと心からお慶び申しあげます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、日々のく
らしや地域経済に多大な影響が生じましたが、町民のみなさまの
感染予防対策の徹底、また、医療を支える方々の不断の努力によ
り新規感染者数は抑えられています。 みなさまのご協力に心から
感謝を申しあげます。
　こうしたなかで、「金剛流宗家能楽公演」や「和のあかり」など
聖徳太子１４００年御遠忌事業が実施できた成果は大きく、町内
外だけでなく、次世代に向けた斑鳩町の魅力発信にもつながった
のではないかと感じています。
　また、昨年の町長選挙では町民のみなさまをはじめ各方面から
の温かいご支援を賜り、引き続き、町政のかじ取りを担わせてい
ただくことになりました。 あらためて身の引き締まる思いを感じな
がら、二期目への強い決意を新たにしているところです。 みなさま
から託していただいた思いをしっかりと受け止め、初心を忘れるこ
となく、公約に沿った施策を、職員と一丸となり実行してまいります
ので、何とぞ、ご支援とご協力を賜りますようお願い申しあげます。
　本年がみなさまにとって良き年となりますよう心からお祈り申し
あげ、年頭のご挨拶といたします。

斑鳩町長

中西  和夫

中
西
町
長
が
二
期
目
の
町
政
へ
決
意
を
表
明

　

中
西
町
長
が
、
11
月
30
日
に
開
か
れ
た
町
議
会
定
例
会
で
、
今
後
４
年
間
に
取

り
組
む
町
行
政
の
重
要
施
策
を
示
し
、町
議
会
議
員
と
住
民
の
み
な
さ
ん
に
理
解

と
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

１
．安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
ま
す

　

近
年
多
発
す
る
集
中
豪
雨
に
よ
る
洪
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
、国
と
連
携

し
、
遊
水
地
の
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
富
雄
川
の
溢
水
や
三
代
川
を
起
因

と
す
る
浸
水
被
害
の
防
除
と
し
て
、
引
き
続
き
、
奈
良
県
と
連
携
し
河
川
改
修
を

促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
行
動
要
支
援
者
が
、
災
害
発
生
時
に
地
域
の
住
民
等
の
支
援
を
得

な
が
ら
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、個
別
支
援
計
画
の
策

定
を
進
め
る
と
と
も
に
、引
き
続
き
、住
民
へ
の
防
災
に
対
す
る
啓
発
活
動
、自
主

防
災
組
織
の
支
援
や
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
通
じ
て
、地
域
防
災
力
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

２
．コ
ン
パ
ク
ト
で
質
の
高
い
持
続
可
能
な
ま
ち
に
し
ま
す

　

令
和
３
年
９
月
に
法
隆
寺
及
び
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
基
本

構
想
を
策
定
し
、奈
良
県
と
基
本
的
な
連
携
と
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た

こ
と
か
ら
、Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
周
辺
で
は
、
多
く
の
人
が
行
き
交
う
町
の
玄
関
口
と

し
て
、生
活
、観
光
、交
流
な
ど
多
様
な
都
市
機
能
を
複
合
さ
せ
た
魅
力
あ
る
交
通

拠
点
と
し
て
機
能
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、歴
史
・
文
化
的
遺
産
が
集
積
し
て

い
る
法
隆
寺
周
辺
地
区
で
は
、歴
史
・
文
化
拠
点
と
し
て
機
能
の
強
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

３
．子
ど
も
の
笑
顔
が
輝
く
ま
ち
に
し
ま
す

　

女
性
の
就
業
率
の
増
加
等
、子
育
て
世
帯
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、
町
立
幼
稚
園
の
運
営
状
況
、
町
内
の
保
育
施
設
の
立
地
状
況
等
を

総
合
的
に
勘
案
し
、園
児
数
の
減
少
が
著
し
い
町
立
斑
鳩
西
幼
稚
園
を
公
私
連
携

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
再
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、多
様
化
す
る
教

育
・
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
健
康
保
持
と
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
を
、
現
在
の
中
学
卒
業
ま
で
か
ら
、
高
校
卒
業
ま
で

の
年
齢
に
拡
大
し
ま
す
。

４
．だ
れ
も
が
健
や
か
に
生
き
生
き
と
く
ら
せ
る
ま
ち
に
し
ま
す

　

高
齢
者
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、高
齢
者
の
保
健

事
業
と
介
護
予
防
を
一
体
的
に
取
り
組
み
、健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
療
育
教
室
や
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施
な
ど
を
通
し
、
児
童

の
健
や
か
な
発
達
と
相
談
支
援
体
制
を
強
化
し
、障
害
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
支
援

を
図
り
ま
す
。

５
．魅
力
に
満
ち
た
活
力
の
あ
る
ま
ち
に
し
ま
す

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、観
光
行
政
も
情
報
発
信
や
情
報
共
有
を
今
ま
で

以
上
に
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、生
駒
郡
４
町
と

大
和
郡
山
市
、
王
寺
町
の
１
市
５
町
で
構
成
さ
れ
る
、Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ　

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
広

域
観
光
推
進
協
議
会
を
通
し
て
、
滞
在
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
な
ど
、
戦
略
的
な
広

域
周
遊
観
光
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、商
業
の
活
性
化
に
向
け
、斑
鳩
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発
な
ど
、斑
鳩
ら
し

い
商
品
づ
く
り
に
よ
っ
て
個
性
的
で
活
力
の
あ
る
地
元
産
業
の
確
立
を
め
ざ
し

ま
す
。

６
．悠
久
の
歴
史
と
文
化
、自
然
を
大
切
に
す
る
ま
ち
に
し
ま
す

　

町
内
の
観
光
地
域
づ
く
り
法
人（
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）を
は
じ
め
、商
工
会
や
観
光
協

会
な
ど
、
多
様
な
事
業
者
と
連
携
し
、
に
ぎ
わ
い
と
学
び
に
資
す
る
観
光
や
文
化

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
歴
史
文
化
資
源
の
活
用
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

史
跡
藤
ノ
木
古
墳
や
史
跡
中
宮
寺
跡
を
は
じ
め
と
す
る
本
町
の
恵
ま
れ
た
歴
史

文
化
資
源
を
観
光
に
活
か
し
た
ツ
ア
ー
等
を
企
画
す
る
な
ど
、新
た
な
観
光
資
源

と
し
て
積
極
的
な
活
用
を
図
り
ま
す
。

ご 挨 拶
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　明けましておめでとうございます。
　町民のみなさまにおかれましては、清 し々い新春をお迎えのこと
と心からお慶び申しあげます。
　日ごろより、町議会および町行政に対しましてご理解とご協力
を賜り、お礼申しあげます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症の影響が長引くなか、斑鳩
町におきましても、町医師会をはじめ、医療従事者のみなさまなど
のご尽力により、ワクチン接種を円滑に進めていただき、心から感
謝申しあげます。
　また、昨年１０月の町長選挙においては、中西町長が再選されま
した。 今後４年間、公約に掲げられました施策をしっかりと実現さ
れますよう、期待いたします。
　それらの事業の進捗を見守る一方で、今なお日常生活や経済
状況に大きな不安を抱えられている町民のみなさまが、元気で明
るく安定した生活を取り戻し、町内の経済回復を図ることができ
ますように、町行政と力を合わせながら議決機関としての責任を
果たしてまいります。コロナ禍のいまこそ、「和のこころ」を大切に
する聖徳太子の教えを胸に、町民のみなさまの「命」と「くらし」を
守ってまいる決意でございます。
　新しい年がみなさまにとって明るい一年となりますことを心より
お祈り申しあげます。

斑鳩町議会議長

伴  吉晴

中
西
町
長
が
二
期
目
の
町
政
へ
決
意
を
表
明

　

中
西
町
長
が
、
11
月
30
日
に
開
か
れ
た
町
議
会
定
例
会
で
、
今
後
４
年
間
に
取

り
組
む
町
行
政
の
重
要
施
策
を
示
し
、町
議
会
議
員
と
住
民
の
み
な
さ
ん
に
理
解

と
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

１
．安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
ま
す

　

近
年
多
発
す
る
集
中
豪
雨
に
よ
る
洪
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
、国
と
連
携

し
、
遊
水
地
の
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
富
雄
川
の
溢
水
や
三
代
川
を
起
因

と
す
る
浸
水
被
害
の
防
除
と
し
て
、
引
き
続
き
、
奈
良
県
と
連
携
し
河
川
改
修
を

促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
行
動
要
支
援
者
が
、
災
害
発
生
時
に
地
域
の
住
民
等
の
支
援
を
得

な
が
ら
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、個
別
支
援
計
画
の
策

定
を
進
め
る
と
と
も
に
、引
き
続
き
、住
民
へ
の
防
災
に
対
す
る
啓
発
活
動
、自
主

防
災
組
織
の
支
援
や
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
通
じ
て
、地
域
防
災
力
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

２
．コ
ン
パ
ク
ト
で
質
の
高
い
持
続
可
能
な
ま
ち
に
し
ま
す

　

令
和
３
年
９
月
に
法
隆
寺
及
び
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
基
本

構
想
を
策
定
し
、奈
良
県
と
基
本
的
な
連
携
と
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た

こ
と
か
ら
、Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
周
辺
で
は
、
多
く
の
人
が
行
き
交
う
町
の
玄
関
口
と

し
て
、生
活
、観
光
、交
流
な
ど
多
様
な
都
市
機
能
を
複
合
さ
せ
た
魅
力
あ
る
交
通

拠
点
と
し
て
機
能
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、歴
史
・
文
化
的
遺
産
が
集
積
し
て

い
る
法
隆
寺
周
辺
地
区
で
は
、歴
史
・
文
化
拠
点
と
し
て
機
能
の
強
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

３
．子
ど
も
の
笑
顔
が
輝
く
ま
ち
に
し
ま
す

　

女
性
の
就
業
率
の
増
加
等
、子
育
て
世
帯
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、
町
立
幼
稚
園
の
運
営
状
況
、
町
内
の
保
育
施
設
の
立
地
状
況
等
を

総
合
的
に
勘
案
し
、園
児
数
の
減
少
が
著
し
い
町
立
斑
鳩
西
幼
稚
園
を
公
私
連
携

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
再
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、多
様
化
す
る
教

育
・
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
健
康
保
持
と
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
を
、
現
在
の
中
学
卒
業
ま
で
か
ら
、
高
校
卒
業
ま
で

の
年
齢
に
拡
大
し
ま
す
。

４
．だ
れ
も
が
健
や
か
に
生
き
生
き
と
く
ら
せ
る
ま
ち
に
し
ま
す

　

高
齢
者
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、高
齢
者
の
保
健

事
業
と
介
護
予
防
を
一
体
的
に
取
り
組
み
、健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
療
育
教
室
や
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施
な
ど
を
通
し
、
児
童

の
健
や
か
な
発
達
と
相
談
支
援
体
制
を
強
化
し
、障
害
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
支
援

を
図
り
ま
す
。

５
．魅
力
に
満
ち
た
活
力
の
あ
る
ま
ち
に
し
ま
す

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、観
光
行
政
も
情
報
発
信
や
情
報
共
有
を
今
ま
で

以
上
に
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、生
駒
郡
４
町
と

大
和
郡
山
市
、
王
寺
町
の
１
市
５
町
で
構
成
さ
れ
る
、Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ　

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
広

域
観
光
推
進
協
議
会
を
通
し
て
、
滞
在
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
な
ど
、
戦
略
的
な
広

域
周
遊
観
光
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、商
業
の
活
性
化
に
向
け
、斑
鳩
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発
な
ど
、斑
鳩
ら
し

い
商
品
づ
く
り
に
よ
っ
て
個
性
的
で
活
力
の
あ
る
地
元
産
業
の
確
立
を
め
ざ
し

ま
す
。

６
．悠
久
の
歴
史
と
文
化
、自
然
を
大
切
に
す
る
ま
ち
に
し
ま
す

　

町
内
の
観
光
地
域
づ
く
り
法
人（
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）を
は
じ
め
、商
工
会
や
観
光
協

会
な
ど
、
多
様
な
事
業
者
と
連
携
し
、
に
ぎ
わ
い
と
学
び
に
資
す
る
観
光
や
文
化

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
歴
史
文
化
資
源
の
活
用
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

史
跡
藤
ノ
木
古
墳
や
史
跡
中
宮
寺
跡
を
は
じ
め
と
す
る
本
町
の
恵
ま
れ
た
歴
史

文
化
資
源
を
観
光
に
活
か
し
た
ツ
ア
ー
等
を
企
画
す
る
な
ど
、新
た
な
観
光
資
源

と
し
て
積
極
的
な
活
用
を
図
り
ま
す
。

新 年 の
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元
斑
鳩
町
長 

故 

小
城 

利
重
さ
ん
に

　

  
旭
日
小
綬
章 

従
五
位 

が
授
与
さ
れ
ま
し
た

「税についての作文」
受賞者

第15回 絵で伝えよう！
「わたしの町のたからもの」絵画展表彰

＼ 町公式・観光協会公式SNSでも情報発信中 ／
フェイスブック：
斑鳩（Ikaruga Nara）

インスタグラム：
Ikaruga_official

ツイッター：
pago_chan

　
元
斑
鳩
町
長
の
小
城
利
重
さ
ん
が
、令

和
３
年
９
月
25
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
城
さ
ん
は
斑
鳩
町
議
会
議
員
を
、３

期
10
年
務
め
ら
れ
た
後
、８
期
32
年
に
わ

た
り
、第
７
代
斑
鳩
町
長
と
し
て
町
の
発

展
と
町
民
福
祉
の
向
上
に
ご
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　
町
長
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
は
、「
歴
史

と
文
化
が
息
づ
く
斑
鳩
の
里
」の
実
現
に

向
け
、歴
史
遺
産
や
文
化
財
の
保
護
に
熱

心
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。な
か
で
も
、

昭
和
60
年
の
町
長
就
任
時
に
大
き
な
話

題
と
な
っ
た
藤
ノ
木
古
墳
に
つ
い
て
は
、

文
化
庁
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と

協
議
を
重
ね
、斑
鳩
の
歴
史・文
化
情
報

の
発
信
拠
点
と
し
て
出
土
遺
物
等
を
展

示
す
る
斑
鳩
町
文
化
財
活
用
セ
ン
タ
ー

を
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、福
祉
の
向
上
に
力
を
注
ぎ
、集

い
の
拠
点
と
し
て
、ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン

タ
ー
い
き
い
き
の
里
や
斑
鳩
町
総
合
保

健
福
祉
会
館（
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
）

　中学生を対象に奈良納税貯蓄組合
連合会・奈良税務署が募集した作文の
中から、次のみなさんが受賞されまし
た。

（敬称略）
奈良税務署長賞
廣川　柊司（斑鳩南中学校３年）

斑鳩町長賞
山谷　穂夏（斑鳩南中学校３年）

奈良納税貯蓄組合連合会会長賞
安井　心夏（斑鳩中学校３年）

　11月４日(木)～７日(日)に開催された絵画展の応募作品の中から、
次のみなさんが入選されました。

（敬称略）
日本ユネスコ協会連盟会長賞
「小雨降る竜田川」 植村　百花（南中１年）
斑鳩ユネスコ協会会長賞
「法隆寺釈迦三尊像」 片岡　宙輝（東小５年）
優秀賞
伊佐地虹心（斑小６年） 白岩　香乃（南中２年）
中島　柚月（斑中２年）
佳作
白岩　ふみ（斑小３年） 石田　詩　（斑小３年）
福井　啓生（西小５年） 竹田　朝陽（東小２年）
濵上　蓮心（東小２年） 藤井有輝子（斑中２年）
岡本　夏芽（南中１年） 村上　綾　（南中１年）
小川　紗希（南中２年） 有水　瑠菜（南中２年）

を
開
設
し
た
ほ
か
、リ
フ
ト
付
バ
ス
の
運

行
を
行
う
な
ど
、人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。　

　
さ
ら
に
、下
水
道
の
普
及
や
い
か
る
が

パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
等
の
町
の
都
市
基
盤
整

備
の
た
め
、国
に
対
し
て
再
三
の
要
望
活

動
を
行
い
、精
力
的
に
活
動
さ
れ
る
な
ど
、

長
年
、斑
鳩
町
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
前
の
小
城
さ
ん
の
功
績
を
称
え
、こ

の
た
び
、旭
日
小
綬
章
の
勲
章
が
授
与
さ

れ
、従
五
位
の
位
階
に
叙
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
小
城
さ
ん
の
ご
逝
去
を
悼
み
、謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

故　小城　利重さん

やす　い こ こ な

やま　や ほ の か

ひろ かわ しゅう　じ

お がわ さ　き

おかもと な つ め

はまがみ れ　ん

ふく い ひ ろ き

ありみず る　な

むらかみ あや

ふじ い ゆ　き　こ

たけ だ あ さ ひ

しらいわ いし だ うた

なかじま ゆ づ き

い　さ　じ に　こ しらいわ か　の

かたおか そ ら き

うえむら も も か

2022.1. 広報 4



　地球温暖化対策や身近なエコにつ
いて楽しみながら学んでもらえる環境
イベントを開催しました。
　３密回避・コロナ対策を万全にして
開催したイベントでは、恒例・好評の「あ
りがとうき（陶器）市」をはじめ、住民か
ら募集した「SDGｓ・地球温暖化対策
啓発ポスター」の展示・優秀作品の投
票・発表や、「ソーラーランタンづくり教
室」などを開催しました。
　地球温暖化防止や環境保全につい
て、楽しみながら、自分たちにできるこ
とを考えてもらう機会となり、笑顔があ
ふれる１日となりました。

　斑鳩町文化財活用センター長 東野
治之 氏と、太子町教育委員会教育次
長 池田 貴則 氏による講演が行われ
ました。
　東野氏から、文献史料からみた聖徳
太子墓について、また、池田氏から、考
古学からみた聖徳太子墓についてご
講演いただき、参加者のみなさんは、２
人のお話に興味深く聞き入っていまし
た。

　斑鳩町農業委員会が、家族と食卓
を囲むことが難しい子どもたちに食事
を提供する活動を行っている「こども
食堂いかるが」に対し、令和３年産のヒ
ノヒカリ３００ｋｇを進呈しました。
　栽培期間中には、トビイロウンカや
台風による被害も懸念されましたが、
無事に収穫を終え、こども食堂の食材
として役立てられます。

エ
コ
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
１
斑
鳩

　12月に東京で開催される、第41回全
国障害者技能競技大会（アビリンピッ
ク）に、奈良県代表として出場予定の、
県立高等養護学校３年生の富岡翔さ
んが、中西町長を表敬訪問しました。
　アビリンピックは、障害者が職場な
どで身に着けた技能を点数化し、競う
大会です。富岡さんは今回、奈良県大
会のビルクリーニング部門で金賞に輝
き、全国大会出場を決めました。
　「残り少ない期間も練習してよい結
果を残したい。緊張するけど、掃除は就
職後も必要だと思うので、この経験を
活かしていきたい」と、卒業後の将来ま
でしっかりと見据えていました。

11/27
全
国
大
会
に
向
け
て
表
敬
訪
問

11/5

子
ど
も
食
堂
へ
お
米
を
進
呈

11/26
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
秋
季
特
別
展

歴
史
講
演
会

11/6

パゴにっき イベントや学校行事など、まちの
話題をお届けします。
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斑
鳩
文

化財センター

だ
よ
り

い

にし
えの風

▲岩屋山古墳　横穴式石室

岩屋山式石室をめぐる諸問題

能
性
が
高
い
。

④
墳
丘
の
西
裾
部
で
採
集
さ
れ
た
土
師

器
坏
が
７
世
紀
中
頃
の
型
式
で
あ
る
。

来
目
皇
子
埴
生
崗
上
墓
の
石
室

　
聖
徳
太
子
の
弟
で
新
羅
派
遣
の
将
軍
と

な
っ
た
来
目
皇
子
は
、
推
古
天
皇
11

（
6
0
3
）
年
に
九
州
の
筑
紫
で
亡
く
な

り
、
そ
の
後
に
来
目
皇
子
埴
生
崗
上
墓

（
大
阪
府
羽
曳
野
市
）
に
改
葬
さ
れ
た
と

あ
り
ま
す
。そ
の
石
室
内
部
の
よ
う
す
は
、

明
治
時
代
に
記
録
さ
れ
た
「
來
目
皇
子
御

墓
石
槨
百
分
一
ノ
畧
圖
」
に
よ
っ
て
岩
屋

山
式
石
室
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り

ま
し
た
。改
葬
さ
れ
た
時
期
は
不
明
で
す

が
、
来
目
皇
子
墓
だ
と
す
れ
ば
、
７
世
紀

の
前
半
期
に
は
、
す
で
に
岩
屋
山
式
石
室

が
成
立
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

岩
屋
山
式
石
室
の
年
代

　
磯
長
墓
が
聖
徳
太
子
の
墓
で
あ
る
か

に
つ
い
て
は
、
石
室
が
閉
ざ
さ
れ
て
考
古

学
的
な
検
証
が
で
き
な
い
う
え
、
飛
鳥
時

代
の
「
改
葬
」
な
ど
複
雑
な
要
因
も
存
在

す
る
こ
と
か
ら
、
現
状
に
お
い
て
は
不
明

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
７
世
紀
中

頃
以
降
の
石
室
と
考
え
ら
れ
て
き
た
岩

屋
山
式
石
室
が
、
来
目
皇
子
や
聖
徳
太
子

の
石
室
に
初
期
段
階
的
に
採
用
さ
れ
た

と
す
れ
ば
、
石
舞
台
古
墳
の
石
室
な
ど
と

系
列
を
異
に
し
て
７
世
紀
後
半
期
ま
で

採
用
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

岩
屋
山
式
石
室
と
は

　
「
岩
屋
山
式
石
室
」と
は
、
日
本
の
古
墳

研
究
の
第
一
人
者
の
白
石
太
一
郎
氏
に

よ
っ
て
分
類
さ
れ
た
、
横
穴
式
石
室
の
型

式
の
一
つ
で
す
。
岩
屋
山
古
墳（
明
日
香

村
）の
石
室
が
、切
石
で
玄
室
の
奥
壁
と
側

壁
を
二
段
積
み
と
し
て
、
側
壁
下
段
を
三

石
で
、
側
壁
上
段
を
二
石
で
構
成
し
て
お

り
、羨
道
の
玄
室
側
半
部
を
一
石
で
、羨
道

入
口
部
か
ら
半
部
を
二
段
積
み
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て

い
る
石
室
を「
岩
屋
山
式
石
室
」と
呼
ん
で

い
ま
す
。

　
令
和
３
年
６
月
号
広
報
で
紹
介
し
た

よ
う
に
、
聖
徳
太
子
磯
長
墓
（
大
阪
府
太

子
町
）
に
は
、
こ
の
型
式
の
石
室
が
採
用

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

磯
長
墓
に
み
ら
れ
る
年
代
の
新
し
い
要
素

　
し
か
し
、
聖
徳
太
子
墓
は
、
葬
ら
れ
た

と
さ
れ
る
６
２
２
年
よ
り
か
な
り
新
し

い
の
で
は
な
い
か
と
す
る
説
が
あ
り
、
左

記
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

①
７
世
紀
中
頃
以
降
の
石
室
の
型
式
と

考
え
ら
れ
て
い
る
「
岩
屋
山
式
石
室
」

が
採
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

②
棺
台
の
側
面
に
７
世
紀
後
半
期
の
装

飾
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
格
狭
間
」
が

彫
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

③
棺
が
７
世
紀
後
半
期
の
有
力
者
の
棺

に
用
い
ら
れ
る
「
夾
紵
棺
」
で
あ
る
可

　今月号では、昨年開催した秋
季特別展「続・聖徳太子の足跡
　―遠つ飛鳥と近つ飛鳥―」で
紹介した、「聖徳太子磯長墓」の
埋葬施設に採用されていると
考えられる「岩屋山式石室」に
ついて詳しく解説します。

こ
う 

ざ　

ま

き
ょ
う
ち
ょ 

か
ん

は　

じ

し
ら
ぎ

つ
く
し

く 

め 

の  

み　

 

こ 

は
に
ゅ
う
の
お
か
う
え　
ぼ

き　
つ
き

こ
ど
も
１
日
学
芸
員
体
験

参
加
者
募
集

　
　
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
７
４
５
70
１
２
０
０
）

　
藤
ノ
木
古
墳
を
は
じ
め
と
す
る
斑
鳩
の

歴
史
や
文
化
を
紹
介
し
て
い
る
文
化
財
セ

ン
タ
ー
で
、「
学
芸
員
」の
仕
事
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
２
月
26
日（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時（
予
定
）

場
所　
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

対
象　
町
在
住
の
小
学
４
〜
６
年
生

定
員　
５
人（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　
保
険
料
３
５
０
円
程
度

　
　
　
　
（
当
日
徴
収
）

募
集
期
間　

　
１
月
22
日（
土
）〜
２
月
５
日（
土
） 

申
込
方
法　
参
加
者
の
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
窓
口

　
（
水
曜
休
館
）

●
fax（
０
７
４
５
70
１
２
０
１
）

●
Ｅ
メ
ー
ル

　
（syougai@

tow
n.ikaruga.nara.jp)

※

お
願
い

マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指
の
消
毒
な
ど
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

し　なが　ぼ
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町立図書館（☎0745－75－7
733

）E-mail：mailmaster@libra
ryik

aru
ga
.jp

HP：https://www.lics-saas.nexs-s
ervic

e.jp
/ika
rug
a/

図書館へ行こう！

「斑鳩の記憶データベース」 更新中です
　聖徳太子歴史資料室では、「斑鳩の記憶アーカ
イブ（保存記録）化事業」として住民のみなさんが
所蔵する斑鳩に関する古い写真や映像、その他の
地域資料を、郷土史家のみなさんや学術機関等と
連携しながら調査・収集・公開を行っています。

これまでに集めた写真をご覧いただくには
　インターネットで「斑鳩の記憶」と検索または斑
鳩町立図書館ホームページの「斑鳩の記憶データ
ベース」をクリックしてください。

斑鳩の記憶データベース
（http://archive-ikaruga.org/）
斑鳩町の懐かしい風景や当時の
記憶をたどってみませんか。

聖徳太子歴史資料室

１月の図書展示
「文学賞受賞作品」をテーマに展示を行います。

図書館・図書室のおはなし会
１月のおはなし会については、図書館ホームページでお知らせします。

2位
「ポケモンをさがせ！
　ダイヤモンド
　　パール」
３位
「こぐまちゃんと
　　どうぶつえん」

１位
「マスカレード
　　ホテル」
　　　　東野 圭吾

３位
「流人道中記」上
　　　　浅田 次郎

２位
「希望の糸」
　　　  東野 圭吾

１位
「はげまし言葉
　　ハンドブック」

３位
「超訳マンガ×
　オチがすごい
　　文豪ミステリー」

２位
「手抜きじゃないよ、
 工夫だよ！かんたん
 　自炊レッスン」

一般書 貸出ベスト
３

児童書 貸出ベスト
３ 電子図書館 貸出ベ

スト３

１位
「ポケモンを
　さがせ！
　　エメラルド」
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『畑ヘルパー倶楽部』を通じてわかったこと
　 ～ボランティア活動のその先に～
　「まちの活性化に協力したい」「セカンドライフを充
実させたい」など、新しいチャレンジへのヒントにもな
るボランティア活動の魅力をお話しいただいたのは、
ＩＴコーディネーターでもある見掛加奈さん。
　食に対する不安から農業に興味を持ち、農作業を始
められたことがきっかけとなり、農家を手伝うボランテ
ィア「畑ヘルパー倶楽部」を立ち上げられました。ボラ
ンティアと農家をつなげる仕組み化は、農家だけでな
く、畑ヘルパーとして参加する人も、自然の中で野菜を
育て食すことで、どちらも豊かな気持ちになります。ま
た、地域との関わりが広がることによって、子どもの居
場所づくり活動に携わるなどさまざまな効果をもたら
しています。
　講義後には積極的な質疑応答が交わされ、これから
の住民活動につながる講座となりました。

住民活動センター講座

10/6(水)

　住民活動をするうえで「こんな講座があったらいいな」、「こんなことを教えられます」
などのご意見をお待ちしています。
（例）
　・ 『活動告知チラシ作成』・『団体紹介リーフレット作成』・『写真の撮り方』
　・ 団体・活動を継続させたい！『団体運営方法』
　・ 情報発信のための『ＳＮＳ活用』（Instagram・Twitter・Facebookの使い方）など…

住民活動センター講座のテーマを募集しています！

住
民

活動センター
だよ

り

協働のまちづくり

問合せ　住民活動センター（生き生きプラザ斑鳩内）
☎0745-70-0923（直通）
ikarugakyodo@yahoo.co.jp　
http://ikaruga-kyodo.jimdo.com/

　住民活動センター（住民活動の拠点）から、来年度の協働事業の募集に
ついてご紹介します。

み かけ か　な
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法隆寺観光
自動車駐車場

法隆寺駐在所

法隆寺

天満池

毛無池

毛無上池

至松尾山

天満スポーツ
グラウンド

ゴルフ場

聖徳会館

中宮寺夢殿

片野池

米寿橋

R25

法隆寺国際高校

県道天理斑鳩線

至JR
大和小泉駅

法起寺

法輪寺

県
道
奈
良・大
和
郡
山・斑
鳩
線

至大和郡山
奈良・天理
R24号へ

至大和郡山慈光院

至安堵町

休日診療所付近、新岩瀬橋、塩
田橋付近は、9：45～11：30
ごろまで混雑が予想されます。
大和郡山方面及び大和高田方
面へ向かう車両は、国道 25号
を経由して、迂回してください。

平群、三郷方面へ向かう
車両は、西進せずに、国
道25号を経由して迂回
してください。

王寺方面へ向かう車
両は、西進せずに、国
道25号を経由して、
迂回してください。

Ⓒ

Ⓓ

スポーツセンター
中央体育館

中央公民館

斑鳩小学校

斑鳩中学校

斑鳩町役場

斑鳩文化財センター

健民運動場
桜池

藤ノ木古墳

斑鳩東小学校

斑鳩神社

斑鳩溜池

法隆寺iセンター

いきいきの里

レストラン

阿波

安富橋

富
雄
川

吉田寺
JA

JR法隆寺駅

いかるがホール

目安

至西名阪法隆寺I.C

斑鳩南
中学校

龍田神社龍田大橋

至平群町

至三郷町

三室
交差点西和医療

センター

昭和橋 神南

大和川

至JR王寺駅 斑鳩西小学校

塩田橋

休日
診療所

生き生き
プラザ

白山神社
新岩瀬橋

竜
田
川

至王寺町

至
信
貴
山

斑鳩交番

郵便局

R2
5

中宮寺跡

…マラソンコース

…交通規制区間

…通行抑止協力区間

※マラソンコースおよび
　交通規制予定図

〔　　　　　 　　　　　〕規制時間・規制区間は、予定であり、
変更となる場合があります。

いかるがパークウェイ・法隆
寺線は、9：45～ 11：30 ご
ろまでランナーが断続的に通
行しますので、混雑が予想され
ます。迂回にご協力ください。

　大会当日は選手の安全確保のため、路上駐車および車のご利用を
控えていただきますようお願いします。
　また、競技中は交通規制を行います。規制中は、一切の車両の通
行ができません。住民のみなさんやドライバーのみなさんには、ご
迷惑をおかけしますがご協力をお願いします。ランナーの通過時間
などくわしいコースについては、下記へお問い合わせください。

＝健康マイレージポイント
　対象事業です 

　参加した人に２ポイントがつ
きます。当日、中央体育館へカ
ードをお持ちください。

第50回 いかるがの里・法隆寺マラソン
「 ＦＩＮＡＬ 」

令和４年２月11日（祝・金）開催

Ａ区間 8:45頃～ 9:30頃 Ｂ区間 9:10頃～ 10:25頃
Ｃ区間 9:20頃～ 10:10頃 Ｄ区間 9:35頃～ 10:20頃
Ｅ区間 9:45頃～ 11:35頃 Ｆ区間 9:55頃～ 11:15頃
Ｇ区間（片側のみ）8:45頃～ 10:20頃
Ｈ区間（片側のみ）9:50頃～ 11:25頃
※最終ランナーが通過次第、順次規制解除します。

スタート  9：１５
終了予定 11：35

問合せ
大会事務局　0745-75-3100
すこやか斑鳩スポーツセンター中央体育館内

※スタート時間変更となっています。

　今大会は、ハーフコースのみ開催いたします。スタート時刻が、午前に
変更されています。
　午後からの開催はありません。お間違いのないよう、ご注意ください。
　10ｋｍコース、斑鳩三塔健康走ろう会は、中止します。

－－－－－－大会開催時間変更のお知らせ－－－－－－

・感染拡大防止のため、沿道での応援はお控
えください。
・特に沿道での密集、声援、ハイタッチ等はご
遠慮ください。

新型コロナウイルス感染症拡大防止
にご協力お願いいたします
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　人事行政運営における公平性、透明性を高めるため、斑鳩町人事行政の運営等の
状況の公表に関する条例に基づき、町職員の人事制度全般の状況について公表し
ます。

斑
鳩
町
の
人
事
行
政
の
運
営
状
況

▼ 職員の任免および職員数に関する状況

▼ 人件費の状況（普通会計決算）

○採用者数

○一般行政職の級別職員数の状況

（注）　

（注）１ 人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。
　　２ 令和2年度から会計年度任用職員に支給される給料・報酬等を含む。　

（注） １ 職員手当には退職手当を含まない。　２ 給与費は当初予算に計上された額である。

（注） 経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務
　　 している場合は、採用後の年数をいうものである。

（令和3年4月1日現在）

（令和3年4月1日現在） （令和3年4月1日現在）

１ 斑鳩町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
２ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。
３ 一般行政職とは「地方公務員給与実態調査」に基づく区分であり、全職種から技能労務職、
　 教育職、企業職、福祉職等を除いた職種である。
４ 表中の構成比は、小数点第二位を四捨五入して表示しているため、合計が100.0％と必ず
　 しも一致しない。

▼ 職員給与費の状況（一般会計予算）

▼ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 ▼ 特別職の報酬等の状況

令和２年度採用
一般事務職

専門職

９人

区分 経験年数
10年

経験年数
15年

経験年数
20年

ー

ーー ー

９人

○退職者数

令和２年度退職
定年退職

勧奨・その他

０人

８人

一
般
行
政
職

参 

考

給 

料

報 

酬

大学卒

町　長 
副町長 
教育長 
議　長 
副議長 
議　員 

818,000円
685,000円
598,000円
360,000円
302,000円
284,000円

 6月期 1.675月分
12月期 1.675月分

計 3.35月分
加算措置　有

358,800円283,150円

高校卒

区　分 月　額 期末手当の支給割合

給　　　　　与　　　　　費
区分 職員数

（Ａ）

区分 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ）

元年度

２年度

28,210人

28,239人

90億　227万円

124億5,675万円

3億9,808万円

5億1,609万円

14億5,201万円

18億5,877万円

16.1％

14.9％

住民基本台帳人口
（年度末）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

1人当たりの
給与費
（B／Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

5億9,780万円 1億5,912万円 2億4,453万円 10億146万円 571万円3年度 175.5人

計
１級区　分

標準的な
職務内容

職員数 13人

10.7%

10.6%

14.4%

23人

19.0%

19.5%

8.1%

20人

16.5%

13.3%

17.1%

22人

18.2%

19.5%

26.2%

23人

19.0%

19.5%

16.2%

14人

11.6%

13.3%

13.5%

6人

5.0%

4.4%

4.5%

121人

100.0%

100.0%

100.0%

構成比
１年前の
構成比
５年前の
構成比

主事補
技師補

主事
技師 主査 係長 課長

補佐 課長 部長

２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

総
務
課　
（
☎
内
線
２
７
４
）

お
知
ら
せ

し
ま
す
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（注） 職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有
　　 する休職者、派遣職員などを含み、再任用短時間勤務職員、臨時的
　 　または非常勤職員をのぞいている。

▼ 職員手当の状況（令和２年度）

▼ 部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在）

（令和3年4月1日現在）

▼ 職員の平均給料月額（平均年齢）と
　 初任給の状況

斑鳩町 国

期
末
手
当

勤
勉
手
当

退
職
手
当

一
般
行
政
部
門

会
計
部
門

公
営
企
業
等

斑
鳩
町
と
同
じ

（
令
和
２
年
4
月
1
日
時
点
）

２
年
度

代
表
的
な

手
当
の
名
称

扶
養
手
当

住
居
手
当

通
勤
手
当

元
年
度

区分 斑　鳩　町 国 ○地域手当（2年度普通会計決算） ○時間外勤務手当（普通会計決算）

○特殊勤務手当（2年度普通会計決算） ○その他の手当 国

支給額
６月期
12月期
計

職制上の段階、職の級等による加算措置有

期末手当
1.30月分
1.25月分
2.55月分

勤勉手当
0.95月分
0.95月分
1.90月分

（支給率）
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額
その他の加算措置
定年前早期退職特別措置
　　　　　　　（2%～45%加算）
１人当たり平均支給額
　　286万円（自己都合退職等）
　1,842万円（勧奨・定年退職）

その他の加算措置
定年前早期退職
特別措置
（2%～45%加算）

自己都合
19.67月分
28.04月分
39.76月分
47.71月分

勧奨・定年
24.59月分
33.27月分
47.71月分
47.71月分

議　会
総　務
税　務
民　生
衛　生
農　水
商　工
土　木
小　計
教　育
小　計
水　道
下水道
国保等
介　護
小　計

2
29
9
46
30
4
3
11
134
32
32
8
5
4
10
27
193

2
30
9
50
31
4
3
13
142
32
32
7
5
4
11
27
201

0
1
0
4
1
0
0
2
8
0
0
-1
0
0
1
0
8

業務内容の充実

業務内容の充実
業務内容の充実

機構改革による増員

係の統廃合縮小

業務内容の充実

支 給 対 象 地 域
支 給 率
支 給 対 象 人 数
国 の 制 度

職員１人当たり
平 均 支 給 年 額

支 給 総 額

職員1人当たり
平均支給年額

支 給 総 額

職員1人当たり
平均支給年額

全　域
6%
全職員
6%

213,277円

ごみ収集処理手当
犬猫等死体処理手当

職員全体に占める
手当支給職員の割合

支給対象職員１人
当たり平均支給年額
手当の種類（手当数）

支給額の
多い手当

多くの職
員に支給
されてい
る手当

ごみ収集処理手当
犬猫等死体処理手当

47,448千円

286千円

41,506千円

250千円

10.8%

108,778円

5

区分 内　容（月額）
子   　　　10,000円
（15歳～22歳までの子  

5,000円加算）
他扶養親族  6,500円

借家 28,000円（上限）

交通機関利用（最高限度額）

自動車 ２㎞～ ５㎞   2,000円
　　　 ５㎞～10㎞   4,200円
　　　10㎞～15㎞   7,100円等

55,000円

職員数

合　計

対前年
増減数 主な増減理由

2年 3年

特別行政
部  門

（人）

303,500円
41.1歳

平均給料月額
平均年齢

（一般行政職）

平均給料月額
平均年齢

（技能労務職）

上級職
（大卒）初任給

初級職
（高卒）初任給

大卒採用２年
経過日給料額

高卒採用２年
経過日給料額

313,900円
57.6歳

182,200円

150,600円

193,900円

158,900円

325,827円
43.0歳

286,947円
50.9歳

182,200円

150,600円

193,900円

158,900円

（注） 退職手当の１人あたりの平均支給額は、前年度に退職
　　 した全職種に係る職員に支給された平均額である。

斑
鳩
町
と
同
じ（
令
和
２
年
4
月
1
日
時
点
）
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お知らせします
斑鳩町の人事行政の運営状況

　地域のことはその地域の中で自ら決定すべき
という趣旨のもとに、地域の自主性と自立性を高
めるための改革がすすめられています。このため、
引き続き、人材育成についての重点項目や育成の
方法、職員研修計画等を定めた、「斑鳩町職員人材
育成基本方針」に基づき、町職員の資質向上と意
識改革に努めます。

▼ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 ▼ 人事行政の運営について

▼ 職員の服務の状況

①職員の勤務時間について（標準的なもの） （令和2年度）

○職員の営利企業等従事許可の状況  　  (令和2年度）

▼ 公平委員会に係る業務に関する状況

▼ 職員の分限および懲戒の状況
①分限処分者数 （令和２年度）

②年次有給休暇の取得状況　　　　　　　（令和2年度）

④配偶者同行休業の状況　　　　　　　　（令和2年度）

③育児休業の状況（令和2年度）

1週間の
勤務時間 開始時間 終了時間 休憩時間

38時間
45分 8:30 17:15 12：00～

13：00

勤務実績がよくない場合
心身の故障の場合

職に必要な適格性を欠く
場合

職制、定数の改廃、予算の
減少により廃職、過員を
生じた場合

営利を目的とする私企業を営むことを目
的とする会社その他の団体の役員、顧問、
評議員及び当該会社、団体の重要方針決定
に参画する上級職員の地位をかねる場合

自ら営利を目的とする私企業を営む場合

報酬を得て事業または事務に従事する場合

一般研修
部課長・課長補佐・係長・新規採
用職員・技能労務職員等研修

専門研修
メンタルヘルス・普通救命・法
学・固定資産税・広報等研修

自主研修
先進地視察・自主研究グループ・
斑鳩らしさウォッチング研修・
資格取得講座・通信教育講座等

その他

総付与日数 総取得日数 全対象職員数 平均取得日数 消化率
5,836日 1,202日 150 8.0日 20.6%

男性 女性
0人 5人
0人

新たに育児休業を取得した者

▼ 職員の研修および人事評価の状況
①職員研修の実施状況 （令和２年度）

男性 女性
0人

0人
0人

0人

0人

0人

0人
0人

0人

0人

0人

0人
4人

0人

0人

0人

0人
0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

降任 免職 休職 降給 計

4人

0人

0人

0人

0人新たに配偶者同行休業を取得した者

前年度から引き続いている者 3人

処分の種類
処分の
具体的事由

②懲戒処分者数 （令和２年度）

全体の奉仕者たるに
ふさわしくない非行
のあった場合

職務上の義務に違反
した場合

法令に違反した場合

0人 0人 0人 0人 0人

0人 0人 0人 0人 0人

0人 0人 0人 0人 0人

戒告 減給 停職 免職 計
処分の種類

処分の
具体的事由

研修種別 講座数 受講者数

4 30人

16 133人

1 27人

②人事評価の状況 （令和２年度）

（令和２年度）

（令和２年度）

▼ 職員の福祉および利益の保護の状況

勤務条件に関する措置の要求
不利益処分に関する不服申し立ての状況

健康診断の種類

年1回
評価基準日……1月1日
全職員(休職等で評価期間中の勤務月数が
6か月未満の者を除く）

本人評価および2段階の複数の上司によ
る人事評価

定期健康診断
受診者数
180人

0件
0件

時 期
回 数

対 象 人 数

評価の方法
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令和4年度 会計年度任用職員登録の募集
総務課（☎内線２７4）

　令和４年度の会計年度任用職員登録を募集します。
　この制度では、あらかじめ希望する職種や勤務時間等を登録していただき、登録者の中から必要に
応じて条件の合う人を選考し、任用します。名簿登載期間中に必ずしも任用されるものではありませ
んので、ご了承ください。
登録期間　令和４年４月１日～令和５年３月31日
受付期間　１月４日(火)～31日(月)
　　　　　午前８時30分～午後５時30分（土曜・日曜日、祝日を除く）
受　　付　総務課で受付（電話、fax、郵送、インターネットなどによる受付はできません）
　　　　　なお、受付期間の終了後も随時、登録の受付を行っています。

※履歴書１枚（市販用紙・応募者自筆）と、下記の必要書類をご提出ください。
※職種の重複登録が可能です。
※報酬額等詳細については、町ホームページをご覧ください。

保育士証原本または保育士資格取
得見込証明書
保健師免許証原本または保健師免
許取得見込証明書
幼稚園教諭免許状原本または幼稚
園教諭免許取得見込証明書
小・中学校教諭免許状原本または
小・中学校教諭免許取得見込証明書
管理栄養士免許証原本または管理
栄養士資格取得見込証明書
栄養士免許証原本または栄養士資
格取得見込証明書

一般事務補助員

図書館事務補助員

図書館事務補助員
（図書運搬など）
ごみ収集処理等

清掃員

用務員

保育士

保健師

幼稚園講師

小・中学校講師

管理栄養士

栄養士

発掘調査補助員

保育所用務員

福祉施設補助員

幼稚園給食補助員

職　種 応募資格 必要書類

パソコン（ワード・エクセル）を使える人

パソコン（ワード・エクセル）を使える人

普通自動車免許を有する人

保育士資格を有する、または令和４年
３月31日までに資格取得見込みの人
保健師免許を有する、または令和４年
３月31日までに免許取得見込みの人
幼稚園教諭免許を有する、または令和４年
３月31日までに免許取得見込みの人
小・中学校教諭免許を有する、または令和
４年３月31日までに免許取得見込みの人
管理栄養士免許を有する、または令和４年
３月31日までに免許取得見込みの人
栄養士免許を有する、または令和４年
３月31日までに免許取得見込みの人

要件なし

要件なし

要件なし

要件なし

放課後児童支援員

学童補助員 要件なし

要件なし

要件なし

放課後児童支援員認定資格研修を
修了し、教諭免許などを有する人

放課後児童支援員認定資格研修修了証の写しおよび
教諭免許などを確認できる書類の写し
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ま
ち の 情 報

斑鳩町役場
主な連絡先

上下水道課（上水道係）

上下水道課（下水道係）

町立図書館

中央公民館

東公民館

西公民館

中央体育館

斑鳩文化財センター

生き生きプラザ斑鳩

保健センター

斑鳩町地域包括
支援センター

子育て支援課
（子ども家庭総合支援拠点）

斑鳩町観光協会

ふれあい交流センター
いきいきの里

衛生処理場

西老人憩の家

東老人憩の家

ふらっぴん♪

いかるがホール

三室休日診療所

斑鳩町シルバー
人材センター

令
和
３
年
度
西
和
７
町
障
害
者
等
支
援

協
議
会　

全
大
会
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会

福
祉
課（
☎
内
線
１
２
７
）

　
西
和
７
町
障
害
者
等
支
援
協
議
会
で

は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
協
議
会
の
活
動

を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、全
大
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
を
踏
ま
え
て
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
事
前
申
込
不
要
）

日
時　
２
月
３
日（
木
）

　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

方
法　
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演

　
　
　
（
ｗ
ｅ
ｂ
ｅ
ｘ
で
実
施
）

内
容　
西
和
７
町
障
害
者
等
支
援
協
議
会

活
動
報
告

講
演　テ

ー
マ「
発
達
障
害
の
理
解
と
ソ
ー
シ
ャ

ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」

講
師　
岡
山
県
立
大
学

　
保
健
福
祉
学
部
現
代
福
祉
学
科

　
　
　
周
防　
美
智
子　
准
教
授

参
加
方
法　
当
日
の
午
後
１
時
45
分
前
ま

で
に
、下
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
、氏

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
に （
敬
称
略
）

　

上
村　

定
衛
門（
再
任
）

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
議
会
の
同
意
を
得

て
12
月
23
日
付
け
で
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

催　

し　

名
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。パ
ス
ワ
ー

ド
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

（https://sangotow
n.

m
y.w
ebex.com

/m
eet/

narasyogai116

）

※

ブ
ラ
ウ
ザ
はGoogle Chrom

e

最
新

版
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

※

自
宅
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
不

十
分
な
人
は
、
役
場
で
傍
聴
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
要
事
前
申
込
）

傍
聴
を
希
望
す
る
場
合
は
、
１
月
28
日

（
金
）ま
で
に
、福
祉
課
へ
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

〜
冬
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
〜

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
７
４
５
70
０
０
０
１
）

　
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節

は
、
風
邪
な
ど
で
体
調
を
く
ず
す
人
が
多

い
こ
と
も
あ
り
、特
に
献
血
者
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

　
冬
期
に
お
け
る
血
液
の
確
保
の
た
め
、

成
人
式
を
迎
え
る「
は
た
ち
」の
若
者
を
中

心
に
、
広
く
み
な
さ
ん
に
対
し
て「
は
た
ち

の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

日
時　
１
月
28
日（
金
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午
、

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
役
場
東
側
駐
車
場

対
象　
16
〜
69
歳
の
人

（
65
歳
以
上
の
人
は
60
〜
64
歳
の

間
に
献
血
経
験
の
あ
る
人
）

※
本
人
の
確
認
の
た
め
運
転
免
許
証
な
ど

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
献
血
の
受
け
入

れ
に
あ
た
り
、
業
務
に
従
事
す
る
職
員

の
体
温
測
定
を
行
う
な
ど
の
健
康
管
理

の
徹
底
や
、
献
血
会
場
の
来
所
者
に
体

温
測
定
や
手
指
消
毒
を
依
頼
す
る
な
ど

の
、感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

か
み  

む
ら

さ
だ　

え　

も
ん
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※

※

※

1月の相談 内 容

無 料 法 律 相 談
不動産、相続、離婚、損
害賠償、金銭貸借、保証
など民事上のトラブルな
どに関する相談

11日（火）、18日（火）、
25日（火）
 （電話予約申込順）

6日（木）、13日（木）、
20日（木）

13:00～16:00 住民課
（☎内線163）

☎0744-44-2055 
fax0744-44-2056 
（若者サポートステー   
　ションやまと）
斑鳩町商工会
☎0745-74-2500

子育て支援課
☎0745-75-1152

予約専用
☎0745-75-9269
休日を除く
8:30～17:30

申込不要
電話相談可能
☎0745-74-0077

申込不要
問合せ  住民課
（☎内線163）

申込不要
問合せ  安全安心課
（☎内線273）

生き生き
プラザ斑鳩
相談室

中央公民館

中央公民館

役場会議室

役場1階
第2会議室

役場1階
第3会議室

役場1階
第3会議室

ふらっぴん♪

9:00～16:00

13:00～16:00

13:00～16:00

13:00～16:20

10:00～12:00

10:00～12:00

9:00～16:00

9:00～16:00

14日（金）

4日（火）

２7日（木）

12日（水）
（毎月第２水曜日）

毎週火・金・土曜日
（12/28～1/3を除く）

毎月第４金曜日
（祝日を除く）

毎月第２・第４
水曜日

28日（金）
（第４金曜日）

契約のトラブル、悪質商法、
商品の品質・欠陥など消
費生活全般に関する相談

人権の侵害や差別に関す
る相談

事業計画書の作成支援や
創業全般に関する相談

青少年の悩みや不安と
いった心の問題に関する
相談

子育てについてのさまざ
まな悩みを臨床心理士な
どがお受けします

女性が抱えるあらゆる悩
みの相談
（オンライン相談）

働くことについて悩みを
抱える15～39歳くらい
までの若者やその保護者
を対象とした相談・支援

行政の仕事や手続き、
サービスに関する相談

消 費 生 活 相 談

人 権 相 談

行 政 相 談

創 業 支 援 相 談

子 育 て 相 談

女性のための相談

青少年悩みごと
教 育 相 談

出 前 サ ポ ス テ
若 者 自 立 の
無 料 相 談

相 談 日 申 込時 間 場 所

※相談の時間が9：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

※式典のみ、放水演習は行いません。
日時　１月５日(水)   午前１０時～
場所　斑鳩小学校運動場
　出初式当日は、団員招集のため、午前９時に
約１分間サイレンを吹鳴します。なお、式典終
了後の放水演習（竜田川畔）は行いません。

　文化財の火災は、放火や周囲からの飛び火によるもの
が多いのが特徴です。世界文化遺産・法隆寺など数多くの
文化財の近くに住む私たちも、日ごろから火の元に十分
注意し、不注意やいたずらから文化財を守りましょう。
　また、文化財への落書きなどのいたずらは絶対にやめ
ましょう。一度傷つけると元通りに戻せ
ません。長い年月をかけて受け継がれて
きた貴重な文化財を次の世代に伝える
ためにも、文化財を大切にしましょう。

１月26日は 「文化財防火デー」斑鳩町消防団出初式
みんなで守ろう文化財

人
権
セ
ミ
ナ
ー

生
涯
学
習
課（
☎
内
線
２
２
３
）

　
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法
が
問
い
か
け
る
企

業
、組
織
の
人
権
に
つ
い
て
、社
会
労
務
士

と
し
て
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

日
時　
１
月
18
日（
火
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　
中
央
公
民
館　
大
ホ
ー
ル

演
題　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
人
権

講
師　
北
場
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

　
　
　
北
場　
好
美　
氏

あ
ゆ
み
の
家
作
品
展

　
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
あ
ゆ
み
の
家

（
☎
０
７
４
５
75
２
７
０
７
）

　
あ
ゆ
み
の
家
利
用
者
の
ア
ー
ト
作
品
を

多
数
展
示
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

日
時　
１
月
20
日（
木
）〜
22
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
　
　
（
最
終
日
は
午
後
２
時
ま
で
）

場
所　
中
央
公
民
館　
展
示
室

費
用　
無
料

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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斑
鳩
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
広

告
を
出
し
ま
せ
ん
か

都
市
創
生
課（
☎
内
線
２
９
２
）

　
斑
鳩
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
掲
載
す

る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。お
店
や
会
社
の
Ｐ

Ｒ
な
ど
、気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

掲
載
期
間　
原
則
と
し
て
３
か
月
単
位

　
　
　
　
　
（
掲
載
は
バ
ス
運
行
日
の
み
）

申
込
期
限　
２
月
25
日（
金
）ま
で

　
　
　
　
　
（
４
月
か
ら
掲
載
分
）

※

年
度
途
中
に
空
き
が
出
た
場
合
は
随
時

受
け
付
け
ま
す
。

申
込
方
法　
斑
鳩
町
有
料
広
告
掲
載
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
し
ま
す
）

掲
載
決
定　
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
広
告

は
町
の
広
告
掲
載
審
査
会
に
お
い
て
掲

載
の
適
否
を
審
査
し
、
審
査
の
結
果
を

有
料
広
告
掲
載
決
定
通
知
書
に
よ
り
通

知
し
ま
す
。

掲
載
料
の
納
付　
広
告
掲
載
決
定
後
、
町

か
ら
送
付
さ
れ
る
納
入
通
知
書
に
よ
り

納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

広
告
の
作
成
お
よ
び
提
出　
広
告
は
、
広

告
主
側
で
作
成
し
、
町
が
指
定
す
る
期

日
ま
で
に「
領
収
済
み
納
入
通
知
書
」を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、
作

成
に
か
か
る
一
切
の
経
費
は
広
告
主
の

負
担
と
な
り
ま
す
。

斑鳩町では、下記の対象となる人に医療費を助成しています。対象となる人
で、まだ申請をしていない人は、国保医療課で手続きをしてください。

◎健康保険に異動があった場合は、保険証を持参のうえ届出してください。
◎保険診療分が助成対象です。（食事療養などの自己負担は除きます）
※扶養人数に応じた所得制限があります。

申請手続き、問合せは国保医療課（☎内線112・113）へ

65 歳以上 70歳未満で市町村民税所得割非課税世
帯に属する人

小学校就学前の乳幼児および小・中学生

75歳未満で身体障害者手帳 1級～ 3級または療
育手帳A・Bの人（※)

医療機関で支払った自己負担の一部を
助成します

精神通院の自立支援医療の自己負担（原
則１０％）を助成します

医療機関で支払った自己負担を助成します

小学校就学前の乳幼児…
奈良県内の医療機関の窓口負担はあり
ません（県外の医療機関は役場での申請
手続きにより助成します）
小・中学生…
医療機関で支払った自己負担を助成します

福祉医療費助成制度のご案内
制度名 助成対象 助成内容

老人医療

子ども医療

心身障害者医療

後期高齢者医療制度の被保険者で身体障害者手帳
1級～ 3級または療育手帳A・Bの人（※）

精神障害者保健福祉手帳１級または２級の人（※）

重度心身障害
老人等医療

配偶者のない父・母などで１８歳未満（18歳に達
する日以後の最初の 3月 31日まで）の児童を養
育している人とその児童（※）

精神通院の自立支援医療の適用を受けている人
（ただし社会保険被保険者本人を除く）（※）

ひとり親
家庭等医療

精神障害者
医療

６，６００円高さ300ｍｍ×幅600ｍｍ以内
（マグネットで装着できるもの） 

③側面ボディ
　ステッカー 

１か所８，８００円高さ300ｍｍ×幅1,145ｍｍ以内
（マグネットで装着できるもの） 

②後部ボディ
　ステッカー 

６か所１，３２０円Ａ３サイズ　横向き
（紙の厚さはポスター程度まで）

①両側側面
　窓上部 

◀
車
内
広
告

◀
車
外
広
告

　
（
側
面
）

◀
車
外
広
告

　
（
背
面
）

広告掲載場所 規格・材質等
１枚あたり
広告掲載料
（１か月・税込）

最大掲載
可能箇所数

車内広告

車外広告
４か所
左右各
２か所（   　）
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２
月
16 
日（
水
）か
ら

町
県
民
税
の
申
告
受
付
が

は
じ
ま
り
ま
す

　

 

税
務
課（
☎
内
線
１
５
３･

１
５
４
）

　
申
告
が
必
要
な
人
な
ど
、
詳
し
く
は
広

報「
斑
鳩
」２
月
号
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
の
所
有
者
は

申
告
が
必
要
で
す

　

 

税
務
課（
☎
内
線
１
５
３･

１
５
４
）

　
償
却
資
産
と
は
、
事
業
を
営
ん
で
い
る

会
社
や
個
人
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
所

有
し
て
い
る
土
地
や
建
物
以
外
の
資
産
を

い
い
ま
す
。

　
毎
年
１
月
１
日
現
在
、
町
内
に
事
業
で

用
い
る
資
産
を
所
有
し
て
い
る
法
人
ま
た

は
個
人
は
、
１
月
31
日
ま
で
に
申
告
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
す
べ
き
資
産

　
１
月
１
日
現
在
、
町
内
で
事
業
に
用
い

る
資
産（
例
え
ば
工
場
の
機
械
類
、
商
店
や

事
務
所
の
備
品
類
、
ア
パ
ー
ト
の
付
帯
設

備
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
さ
れ
た
駐
車
場

な
ど
）

※

事
業
を
し
て
い
る
人
で
申
告
書
や
手
引

き
が
手
元
に
な
い
、
あ
る
い
は
申
告
義

お
知
ら
せ　

務
が
あ
る
か
ど
う
か
が
分
か
ら
な
い
と

い
う
場
合
は
、放
置
せ
ず
に
、必
ず
役
場

税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。申

告
義
務
違
反
が
あ
る
場
合
、
延
滞
金
や

過
料
の
請
求
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

政
策
財
政
課(

☎
内
線
２
５
３)

　
令
和
４
年
度
・
５
年
度
に
斑
鳩
町
が
発

注
す
る「
建
設
工
事
」「
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
」「
物
品
製
造
等
・
委
託
業
務
」

の
一
般（
指
名
）競
争
入
札
の
参
加
希
望
者

は
、
左
記
の
要
領
で
資
格
審
査
の
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
１
月
18
日（
火
）〜

　
　
　
　
　
２
月
15
日（
火
）

申
請
方
法　
郵
便
ま
た
は
宅
配
便
の
み
受

け
付
け
ま
す
。

（
〒
６
３
６ - 

０
１
９
８

斑
鳩
町
役
場
政
策
財
政
課
・
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
係
）

要
領
配
付　
政
策
財
政
課
の
窓
口
ま
た
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w.tow

n.ikaruga.nara
.jp

）で
配
付
し
て
い
ま
す
。

申
告
期
限　

１
月
 31
日（
月
）

申
告
手
続
き
に
必
要
な
書
類
等
は
、町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

人
と
の
距
離
は
保
っ
て
も

　
　
「
地
域
の
絆
」し
っ
か
り
と

　

〜
斑
鳩
町
は
自
治
会
活
動
を

　
　
　
　
　

応
援
し
て
い
ま
す
〜

総
務
課（
☎
内
線
２
７
１
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

が
続
く
な
か
、
人
と
人
と
の
物
理
的
距
離

を
置
く
こ
と
が
感
染
拡
大
防
止
に
効
果
的

と
さ
れ
、「
新
し
い
生
活
様
式
」と
し
て
私
た

ち
の
生
活
に
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
物
理
的
距
離
を
保
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、心
の
距
離
は
近
く

に
、地
域
の
絆
を
し
っ
か
り
と
つ
な
い
で
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
子
ど
も
や
高
齢
者
の
見
守
り
、
地
域
の

防
犯
灯
、き
れ
い
に
保
た
れ
た
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る

見
慣
れ
た
風
景
で
す
が
、こ
れ
ら
の
多
く
が

自
治
会
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
ま
た
、
災
害
時
な
ど
の
い
ざ
と
い
う
時
、

日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
つ
な
が
り
が
あ
れ
ば
、

助
け
合
い
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に

な
り
、被
害
を
少
な
く
で
き
る
こ
と
が
過
去

の
事
例
か
ら
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
地
域
に
関
心
を
持
つ
こ

と
は
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の“

は
じ
め

の
一
歩”

で
す
。自
治
会
に
加
入
し
て
、日
頃

か
ら「
地
域
の
絆
」を
育
み
ま
し
ょ
う
。

自
治
会
の
主
な
役
割
は

◎
住
民
同
士
の
親
睦
を
深
め
、

連
帯
意
識
を
高
め
て
、地
域

で
の
日
常
生
活
を
豊
か
で

円
滑
に
し
ま
す
。

　
　◎

顔
見
知
り
が
増
え
、
連
帯

感
が
高
ま
れ
ば
、
防
犯
面

の
安
全
向
上
と
防
災
に
つ

な
が
り
ま
す
。

◎
回
覧
な
ど
に
よ
り
、
地
域

の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◎
地
域
の
意
見
や
問
題
点
を

ま
と
め
て
行
政
に
要
望
す

る
意
見
反
映
の
パ
イ
プ
役

の
機
能
も
あ
り
ま
す
。

◎
地
域
の
日
常
生
活
に
共
通

す
る
課
題
に
つ
い
て
、
み

ん
な
で
協
力
し
て
解
決
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

お
住
ま
い
の
地
区
の
自
治
会
や
自
治
会

長
が
分
か
ら
な
い
時
は
、
総
務
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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がんにかかっても、早期発見と
早期治療で○○％以上が治ります。
さて、○○に入る数字は？

〈1月12日(水)必着〉

Q

町政や広報についてのご意見・ご要望も、お書き添えください。

応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
番号を書いて、「〒636-0198　斑鳩町役場・広報
クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選で２人に
斑鳩町商工会で購入できる「斑鳩ブランド認定品」
商品券1,000円分をプレゼントします。プレゼント
の当選は、発送をもってかえさせていただきます。
11月号広報クイズの答　③（応募総数19）

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　
放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
７
４
２
⑳
７
８
７
０
）

放
送
大
学
は
、
令
和
４
年
４
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、
約
９

万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的

で
学
ん
で
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
に
よ
る
授
業

だ
け
で
な
く
、
学
生
は
授
業
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
好
き
な
と
き
に
受
講
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の
幅

広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
卒
業
す
れ
ば
学
士

の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

授
業
料　
１
１
，
０
０
０
円
／
１
科
目

（
入
学
金
は
別
）

出
願
期
間

第
１
回
は
２
月
28
日（
月
）ま
で

第
２
回
は
３
月
15
日（
火
）ま
で

※

半
年
ご
と
に
学
ぶ
科
目
分
だ
け
の
授
業

料
を
払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。（
半
年
だ
け

在
学
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
）

※

資
料
を
無
料
で
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。
一、 歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
　　伝えます。
一、 恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
　　まちにします。
一、 人権を尊重し、心のふれあう
　　まちをめざします。
一、 ともに生き、ともに学び、未来
　　を拓く活力のあるまちにします。
一、 知恵と力を出し合い、住み
　　よいまちを築きます。

◀
町
の
木
「
く
ろ
ま
つ
」

 

1
月
の
納
税

　

 

納
期
限　

1
月
31
日（
月
）

　
〇
町
県
民
税
（
第
４
期
分
）

　
　
　

…

税
務
課
（
☎
内
線
１
５
４
）

　
〇
国
民
健
康
保
険
税

　
　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
（
普
通
徴
収
・
第
７
期
分
）

…

国
保
医
療
課
（
☎
内
線
１
１
４
）

　
〇
介
護
保
険
料

　
　
　
　
（
普
通
徴
収
・
第
７
期
分
）

…
福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
６
）

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
）助

成
金
を
活
用
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事

業
を
行
い
ま
し
た

生
涯
学
習
課（
☎
内
線
２
２
３
）

　
斑
鳩
町
で
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
ス

ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

く
じ
助
成
金
を
活
用
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

事
業（
す
こ
や
か
斑
鳩
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
中
央
体
育
館
へ
ス
ポ
ー
ツ
備
品
を
設
置
）

を
実
施
し
ま
し
た
。

事
業
年
度　
令
和
３
年
度

助
成
区
分　
地
方
公
共
団
体
ス
ポ
ー
ツ
活

動
助
成（
大
型
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
設
置
）

事
業
名　
す
こ
や
か
斑
鳩
・
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
中
央
体
育
館
移
動
式
バ
ス
ケ
ッ

ト
ゴ
ー
ル
設
置
事
業

設
置
完
了
日　
令
和
３
年
11
月
10
日

助
成
金
額　
６
０
０
万
円（
交
付
決
定
額
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
和
郡
山

　
　
職
業
相
談
部
門

　
（
☎
０
７
４
３
52
４
３
５
５
）

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
和
郡
山
で
は
、お
仕
事

探
し
を
さ
れ
て
い
る
人
に
、
求
人
情
報
の

提
供
、
職
業
相
談
、
職
業
訓
練
の
相
談
、
職

業
紹
介
を
は
じ
め
、
求
職
活
動
に
必
要
な

応
募
書
類
の
添
削
や
模
擬
面
接
な
ど
を
専

門
の
担
当
者
が
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
就
職
に
向
け
た
各
種
セ
ミ
ナ
ー

や
事
業
所
と
直
接
話
が
で
き
る
面
接
会
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、求
職
活
動
の
際
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
大
和
郡
山
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

私たちはスポーツ振興くじ
助成を受けています。
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税務署からのお知らせ
奈良税務署（☎0742-26-1201）

スマホ申告はこんなにいいことがあります

令和４年１月から
スマートフォンを利用した申告が
より一層便利になります

ご自宅で

自動計算

スマホで見やすい

いつでも

★本年も、奈良県立図書情報館での事前相談会の開催はありません。

スマホ専用画面の対象が拡大スマホ専用画面の対象が拡大

スマホカメラで源泉徴収票を読み取りスマホカメラで源泉徴収票を読み取り

スマホ申告に必要なものは、スマートフォンに加えて

スマホ専用画面で見やすく操作が簡単

確定申告期は２４時間いつでも利用可能

画面の案内に従って金額などを入力するだけで自動計算

マイナンバーカードやＩＤ・パスワードを使ってご自宅などどこからでも送信可能

確定申告書等
作成コーナー

次の①②のいずれか、
　①マイナンバーカード（スマートフォンはマイナンバーカード読取対応のものが必要です。） 
　②税務署で発行したＩＤ・パスワード 
※ＩＤ・パスワード方式は暫定的な方法です。お早めにマイナンバーカードの取得をお願いします。

　スマートフォンで見やすいスマホ専用画面の対象に、給与所得、年金収入等の雑所得、一
時所得に加えて新たに、特定口座による株式等の譲渡所得等、上場株式等に係る繰越損失等
の金融・証券税制が加わります。

　スマートフォンのカメラで源泉徴収票を読み取ることで、源泉徴収票に記載されている金
額等を確定申告書等作成コーナーへ自動反映させることが可能になります。
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健康マイレージ
ポイント

対象事業です！

カレンダー健 康子ども
事 業 名 実施日 受付時間 対象者 内　容　な　ど

助 産 師 相 談

乳 幼 児 相 談
（育児・栄養相談）

1月19日㈬
1月26日㈬
2月2日㈬
2月9日㈬

1月27日㈭

2月14日㈪ 13：30～14：30

9：30～10：30

9：30～10：30 妊娠中の人や
乳幼児の保護者

就学までの児

○育児や食事のことなどについての相談
持物：母子健康手帳
　　　 ※身体計測希望の場合はバスタオル
申込：①1月 26日（水）まで
　      ②2 月 10日（木）まで

○産前・産後についての相談や母乳
育児・授乳などについての相談
持物：母子健康手帳、バスタオル
申込：各実施日の前日まで

＝健康マイレージポイント対象事業です

こころの健康相談
（精神保健福祉士による）

■ 健康相談（事前申込要：電話申込可）
事 業 名 実 施 日 時　間 定　員 内　　　　容

13：00～ 
　 15：00 2月1日㈫ 気分が落ち込みやすくなった、理由もなく涙が

出る、最近家族の様子がおかしいなどの相談2人

「コロナ時代の食事のススメ」

赤ちゃんがやってきた！
～おふろ大好き～

テ　ー　マ 実 施 日 実施時間 内　　容　　等

①13:00～14:00
②14:15～15:15
※2部制　　 

2月3日㈭ 赤ちゃん人形を使って沐浴体験

パパママスクール （事前申込要：電話申込可）～ドキドキわくわくハッピーマタニティライフ～

対象：妊娠中の人とその家族　持物：母子健康手帳・筆記用具・健康マイレージポイントカード　申込：前日まで

　食べ物や栄養には、健康や病気との様々な関連があります。免疫
力を高めるには規則正しい食生活を送ることや、健康な食習慣を
身につけることが大切です。
　免疫力を高める食事とはどのようなものかを知り、ウイルスに
負けない元気で健康な体づくりに役立てましょう！

日　時 ：1月２４日（月）　午後２時～３時３０分
場　所 ： 生き生きプラザ斑鳩 　２階大会議室
講　師 ： 畿央大学 健康科学部 健康栄養学科
　　　   　　 教授　上地　加容子 氏
対　象 ： 町在住の20歳以上の人
定　員 ： 先着25人
申　込 ：１月21日(金)まで

演題
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保健センター（☎0 7 4 5－7 0
－0 0

0 1
）

（fax0 7 4 5－7 4
－0 9

0 3
）

保

健センターだ
より

①発熱や体調不良のある人は来所をお控えください。
②検診来所時はマスクの着用をお願いします。

☆検診時は、必ず健康手帳を持参してください。
☆4週間前後で結果がわかります。異常の有無にかかわらず、検診結果を通知します。
　　※検診で手話通訳が必要な人は事前申し込みが必要です。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のためにご協力ください！

○容器は提出日１週間前までに保健センターで
購入してください。（容器代220円）
※事前申込不要

＝健康マイレージポイント対象事業ですおとな
■ がん検診予定表（集団検診） 家族そろってがん検診！

事　業　名 実施日 受付時間 対　象　者 注　意　事　項

大 腸 が ん 検 診 9：00～　
　　 11：00 35歳以上

1月18日㈫
便提出日
今年度最終です

がんにかかっても、初期の段階では
ほとんど自覚症状がありませんが、
早期発見と早期治療で
９０％以上 が治ります！　
だからこそ、症状がない元気な時に
検診を受けることが大切です！

がんは日本人の死因の第１位です！
がんは、誰でもかかる可能性があります。

斑鳩町でも、毎年がん検診
受診者の中でがんの人が
見つかっています！！

斑鳩町のがん検診受診状況（令和元・２年度） 　（単位：人）

日本人が生涯でがんにかかる確率

日本人の
2人に1人が
がんに！

令和3年度の乳がん・子宮頸がん検診・胃がん検診
（内視鏡検診）の個別検診は、２月末日で終了です。
医療機関が混雑し期限内に予約が取れないことがあり
ますので、まだの人は早めに受けましょう。
※受診券・健康手帳は保健センターで発行しています。

胃
が
ん

胃がん合計
バリウム検診
胃内視鏡検診
肺がん
大腸がん
子宮がん
乳がん
前立腺がん

2
1
1
2
1
1
4
1

0
0
0
0
0
1
1
1

(626)
(555)
(71)
(860)
(1,093)
(1,278)
(816)
(1,043)

(830)
(752)
(78)
(995)
(1,282)
(1,445)
(992)
(1,026)

がん罹患者数　（受診者数）がん罹患者数　（受診者数）
令和元年度 令和２年度

受けて安心！ がん検診！！
斑鳩町がん検診の現状は？

早期発見で守れる命があります自分には関係ないと思っていませんか？

国立がん研究センター  がん情報サービス  最新がん統計2018年より

男性65％ 女性50％
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パゴにっき

1月号
令和4年1月1日発行
（通巻676号）

　 28,242人

　　男13,391人
（前月比 △5）

（前月比 +12）

　　女14,851人
　 　12,060世帯

問合せ
斑鳩町総務部総務課

（令和3年11月30日現在）

奈良県生駒郡斑鳩町

fax
※かけ間違いに注意！

広報

E メール
info@town.ikaruga.nara.jp
ホームページ
http://www.town.ikaruga.nara.jp/

人の動き

＊この「広報斑鳩」は毎月１日を挟む前後３日間（４月号は１～３日、12月号は
　12月26～28日）で、町内の全家庭に直接お届けしています。ご近所で配布され
　ていない家庭がありましたらご連絡ください。

プラス

　斑鳩町で災害に備えて備蓄している「液体ミルク」が賞味期限を迎えるにあたり、
町立保育園の給食の食材として有効活用していただきました。
　防災意識の向上、食育教育の推進のため、
当日は、防災食メニューとして、牛乳の代わり
に液体ミルクを使用したミルクシチューを作
っていただきました。園児たちは、先生からの
防災についてのお話を熱心に聞いたあと、液
体ミルクを試飲し、ミルクシチューをおいしそ
うに食べていました。
　今後も、防災意識の向上、食育教育の推進
に努めます。

　斑鳩の玄関口であるＪＲ法隆寺駅北口
広場で、イルミネーションの点灯式が行
われました。
　このイルミネーションは、観覧する人
が斑鳩への愛着をもっていただけるよう
にと、法隆寺駅北口商店街のみなさん
が、心を込めて装飾されました。
　冬の幻想的な光景をぜひご覧くださ
い。
　点灯は１月中旬までを予定しています。

11/4
おいしくいただきました♪

～災害備蓄品「液体ミルク」を活用した給食～

11/26
法隆寺駅前イルミネーション点灯

法隆寺駅北口商店街
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